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基礎力を身に付け、自主的・意欲的に学ぶ生徒の育成
～ Ｔ・Ｔを活用した学力向上への取組を通して ～

１ 少人数指導の計画
社会科、数学科において組織的、継続的なＴ・Ｔによる指導を実践する。

（１）社会科における取組の方針
① 基礎基本の確実な定着を図る。
② 課題解決学習の充実を図る。
③ Ｔ・Ｔを担当する指導者双方の得意分野を生かす。

（２）数学科における取組の方針
① 第２学年において、年間を通じてＴ・Ｔによる授業を実践する。
② 特定の単元において、生徒の希望に応じて２コースに分けて習熟度別授業を実施する。
③ Ｔ・Ｔによる生徒個々への支援の回数を増やす。

２ 実践の概要
（１）社会科における実践

① Ｔ・Ｔの授業での確認テストの実施ときめ細かな評価の充実
・ 第１学年、第２学年において毎週１時間のＴ・Ｔの授業を設定し、毎回確認テストを
実施した。つまずいている点についてわかりやすいポイントを記入したり、よい点を称
賛したりしてきめ細かく行うことで、基礎基本の着実な定着が図られた。

② 課題解決学習におけるコース別学習の実施
・ 第２学年「東北地方」（東北の魅力をＰＲするパンフレットを作ろう）の授業で、学
級を２つのコースに分けてＴ・Ｔによる課題解決学習を行った。その結果、生徒は表現
を工夫した作品を完成させることができた。（次頁の作品参照）

③ 指導者双方の得意分野を生かすＴ・Ｔの実施
・ 第１学年「世界の諸地域」のヨーロッパ州の授業において、Ｔ１とＴ２を入れ替えて
授業を実施した。教員の得意分野を生かすことで生徒の興味・関心を引き出すことがで
きた。

・ 写真や映像を用いた学習の際、Ｔ２が資料の準備と視聴覚機器の作業を行うなど役割
を分担して授業を行うことができた。

（２）数学科における実践
① 単元「１次関数」における基礎コースと応用コースのコース別授業の実践
・ ２つの数量の関係を式に表す場面で、同じぐらいの学力の生徒同士の班活動を意図的
に設定した。教師が、班の実態に応じて適切な指示や発問をしたので、徐々に自分たち
で話合いができるようになり、授業の活性化につながった。

・ 同じ所でつまずいている生徒が多い場合は、全体で生徒の考えをつないだり、比較し
て関連付けたりしながら説明したので、多くの生徒が理解を深めることができた。

・ 基礎的な知識・理解の習得のため、コースに応じた難易度の学習プリントを用いた。
コースごとに、つまずいたり悩んだりする部分がだいたい同じであったので、生徒は互
いに協力して解決しようとしていた。

② 単元「式の計算」及び「平行と合同」において苦手意識をもつ生徒を中心に学力の向上
を図る実践
・ Ｔ２が主になり、学習内容が十分に理解できない生徒への支援にあたった。プリント
を用いて基礎的事項をＴ２が丁寧に説明した。

・ 家庭学習用の基礎プリントの解答、説明等を継続して行うことで、生徒の学習習慣が
徐々に定着し、意欲的に取り組む姿が見られた。

・ 特に図形の単元で、Ｔ１・Ｔ２が班の話合い活動に関わり、生徒の考えを生かしなが
ら課題解決の支援を行った。

３ 実践の成果と課題
○ Ｔ・Ｔにより年間を通して一人一人に届く指導を継続して進めたことや、教員の得意分野
の強みを授業に生かすことで、生徒の社会科に対する興味・関心が高まり、生徒の社会認識
を深めることができた。

○ 数学科では、学習プリントを工夫し、難易度を加味した問題を作成することで、Ｔ１・Ｔ
２による個に応じた支援がしやすくなった。そして、習熟度別にした少人数の授業で教師が、
意図的に関わり、コーディネートすることで、生徒一人一人の能力を高めることにつながっ
た。

● Ｔ１とＴ２の１時間ごとの役割分担を一層明確にして、Ｔ１もＴ２もより多くの生徒を支
援していく必要がある。また、単元の内容を踏まえ、習熟度別にする単元をさらに設定して
生徒一人一人の学力向上につなげていくことが課題である。




